
 
 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル 創業・新規事業開拓の支援 

取組み内容 

 

「ニュービジネス」を育成 

お取引先の「新たな成長を実現するニュービジネス（新規事業）」の育成の

ため、①「サタデー起業塾」の開講によるニュービジネスのヒントを提供、②

ニュービジネス支援ネットワーク「野の花応援団」による産学官連携、③多様

な資金ニーズにお応えする「しがぎんニュービジネスサポート資金」や「しが

ぎん成長戦略ファンド」による投資など幅広く活動。 

 

ビジネスフォーラム「サタデー起業塾」 

医療関連産業、地域資源、次世代インフラ等のテーマに沿って、各分野で活

躍されている経営者の講演、専門家による各分野の最新動向の紹介などを行い、

旺盛な起業家精神をサポート。 

今年で15年目となる平成26年度「ビジネスフォーラムサタデー起業塾」を5

月にスタート。今年度も、昨年に引き続き分科会を加え、より実践的なビジネ

スアイデアを生み出す内容とし、平成27年2月までに計5回、毎回土曜日に開催。

 

 
 

しがぎんニュービジネスサポート資金 

起業家の皆さんの多様な資金ニーズに迅速にお応えするため、3,000万円を上

限として原則無担保でご融資する「しがぎんニュービジネスサポート資金」を

取り扱いしている。 

 

 



 
 

投資事業有限責任組合からの投資 

しがぎんグループの投資ファンド「滋賀ベンチャー１号～４号ファンド」は、

株式公開を目指される地元ベンチャー企業などに対して、金融支援や資本政策

など公開準備のためのサポートを行っている。 

 

項目 実績 

ニュービジネスサポート 

コーディネート活動件数（平成 25年度）

106件 

ニュービジネスサポート資金 

実行（平成 9年 11月以降累計） 

118件 

24億 7,600万円 

滋賀ベンチャーファンド 1～4号 

投資（平成 10年 8月以降累計） 

52社 

11億 8,400万円 

 

 

しがぎん野の花賞 

平成25年度｢しがぎん野の花賞｣として5企業に総額50万円を贈呈。同賞は、産

学官（産産含む）連携で、ニュービジネスに取り組み、成果を上げられた｢サタ

デー起業塾｣の受講生を表彰するもので、創設（平成15年）以来の累計は78先、

総額780万円となった。 

 

 

 



 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル しがぎん成長戦略ファンド 

取組み内容 

株式会社 地域経済活性化支援機構のファンド運営子会社であるＲＥＶＩＣキ

ャピタル 株式会社と事業成長ファンド『しがぎん成長戦略ファンド投資事業有限

責任組合』（以下、「本組合」）を平成 26年 4月 30日、設立。         

本組合の設立目的は、「出資」を行うことで、成長を目指すお取引先へのサポ

ートを一層強化することです。地域経済活性化支援機構と地域金融機関が連携し

た事業成長ファンドの設立は、全国で 2例目。投資対象は成長分野における新事

業開拓事業者（ベンチャー企業含む）、既存分野において革新的なビジネスモデ

ルにより成長を目指す企業。ベンチャー企業のほか、中小・中堅企業に投資を行

い、成長のためのハンズオン支援によって投資先企業の企業価値向上を目指して

いる。 

●しがぎん成長戦略ファンド投資事業有限責任組合の概要 

名称 しがぎん成長戦略ファンド投資事業有限責任組合 

ファンド総額 5 億円 

組合員構成 

滋賀銀行 

しがぎんリース・キャピタル 株式会社 

ＲＥＶＩＣキャピタル 株式会社 

設立日 平成 26年 4月 30 日 

存続期間 設立日より 8年間 

無限責任組合員 しがぎんリース・キャピタル（株）、ＲＥＶＩＣキャピタル（株） 

 

しがぎん成長戦略ファンド （出資総額5億円）

成長分野における新事業開拓事業者 （ベンチャー企業含む）

既存分野において革新的なビジネスモデルにより成長を目指す企業

成長分野における新事業開拓事業者 （ベンチャー企業含む）

既存分野において革新的なビジネスモデルにより成長を目指す企業

専門家等の派遣による
ハンズオン支援

REVICキャピタル

GP出資・共同運営LP出資

投資等
リレーションシップバンキングによる

成長戦略実行支援

地域経済活性化支援機構（ＲＥＶＩＣ）

滋賀銀行 しがぎんリースキャピタル

しがぎんグループ

無限責任組合員（ＧＰ）有限責任組合員（ＬＰ）

融資等



 
 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル ＧＲＥＥＮ ＰＯＷＥＲプロジェクト（※）「まちエネ大学 滋賀スクール」へ協賛

取組み内容 

 

経済産業省資源エネルギー庁等が実施する地域貢献型の再生可能エネルギ

ー事業者育成講座「まちエネ大学 滋賀スクール」に協賛。 

「まちエネ大学」は、11月から東京、札幌、大津、和歌山、松江の全国 5ヵ

所で開講。このうち「まちエネ大学 滋賀スクール」は、戸建住宅や工場、各

種施設における中小規模の太陽光発電の導入可能性が大きい滋賀県において、

滋賀県および県内の環境 NPO 等と連携しながら、地域貢献志向を持った再生可

能エネルギー関連事業者の育成を目指すもの。 

本講座では、事業構築の考え方、まちづくりや法的リスクに詳しい専門家に

講演いただき、全 4講座の最終回には、これまでの講座の成果を披露する事業

計画発表会を行った。なお、第 1回講座開講に先立ち、受講説明会を兼ねたプ

レイベントを 11月に開催。 

（※）ＧＲＥＥＮ ＰＯＷＥＲプロジェクト  

資源エネルギー庁が官民連携で進める再エネ普及啓発事業。 

 

1．名称 「まちエネ大学 滋賀スクール」 

2．日時・会場 

 プログラム 

●プレイベント 

平成 25 年 11月 6 日（水）13:30～16:30 ピアザ淡海 大会議室 

再生可能エネルギーに関する映画上映会・ワークショップ 

ゲスト講師：村上 敬亮 氏（資源エネルギー庁新エネルギー対策課長） 

        勝屋 久 氏（プロフェッショナル・コネクター） 

ファシリテーター：吉田 典正 氏（ドリームコーチ・ドットコム社長） 

●第 1回講座 

平成 25年 11月 18 日（月）14:00～16:30 ピアザ淡海 

『再エネビジネスを通じて持続可能な地域をつくる、再エネビジネスのパイオニ

アに出会う！』 

ゲスト講師：村上 敬亮 氏（資源エネルギー庁新エネルギー対策課長） 

        原 亮弘 氏（おひさま進歩エネルギー株式会社 代表取締役） 

●第 2回講座 

平成 25年 12月 16 日（月）14:00～16:30 滋賀銀行 本店 

『各地の再エネビジネス成功事例から学ぶ』 



 

ゲスト講師：大和田 順子 氏 

        （一般社団法人 ロハス・ビジネス・アライアンス 共同代表） 

●第 3回講座 

平成 26年 1 月 24 日（金）14:00～16:30 滋賀銀行 本店 

『リスクを踏まえて、始めよう！』 

ゲスト講師：水上 貴夫 氏（弁護士） 

        （NPO再エネ事業を支援する法律実務の会 代表） 

●第 4回講座 

平成 26年 2 月 27 日（木）13:30～16:30 ピアザ淡海 

『「卒業」事業計画／再エネビジネスプラン発表会』 

ゲストファシリテーター：小泉 博之 氏（公認会計士） 

3．主 催 まちエネ大学実行委員会 

（共催）経済産業省 資源エネルギー庁 

（後援）滋賀県 

（協賛）株式会社滋賀銀行 

（企画）Green TV Japan 

  

 



 
銀行名 滋賀銀行 

タイトル 科学技術振興機構（ＪＳＴ）と連携協定を締結 

取組み内容 

地域における中小企業等の産学連携活動を推進し、地域産業の発展に貢

献するために、平成 26年 4月 11 日、独立行政法人科学技術振興機構（以

下、ＪＳＴ）と「産学連携に関する業務連携・協力に関する協定書」を締

結（ＪＳＴとの連携協定は全国の地銀で初）。ＪＳＴは、大学・公的研究

機関などと広範なネットワークを持ち、その特許情報などの技術シーズに

ついても膨大なデータベースを構築し、課題解決型の基礎研究から、実用

化を見据えた本格的な研究開発までを支援している。 

当行は、平成 12年から「サタデー起業塾」を開講。また、平成 14年には

産官学金の連携を強化する「野の花応援団」を設立、ベンチャー企業経営者

ならびに取引先後継者の育成および事業支援に取り組み、今年度は 15年目

を迎える。ＪＳＴとの連携を通じ、お取引先の産学連携活動を推進するとと

もに、地域の産業振興および国際競争力強化に繋げていく考え。 

【連携協定の概要】 

（1）産学連携の支援 

大学や公的研究機関などの研究成果の目利きをして中小企業等の産学連携

活動を支援する。 

（2）技術移転の支援 

ＪＳＴの「産学共同実用化開発事業」をはじめとする各種プログラムの

利用を通じて、中小企業等の研究開発を支援する。 

（3）企業の育成 

ＪＳＴが主催する「目利き人材育成研修」への参加を通じて、中小企業

等が自ら連携相手を探すための人材育成を支援する。 

 

 



 
 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル 取引先の経営改善・事業再生サポート 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・ 取引先 A 社は、半導体検査装置製造業で、中小企業再生支援協議会を通じて事

業再生計画を策定し、経営改善に取り組んできた取引先。 

・ 当初計画では、デジタル家電を主なターゲットとして、日系メーカーとの取引

を通じ、その需要を取り込む方針であった。 

・ しかし、日系企業のモノづくりがアジア等への海外シフトが進行する中、収益

計画に乖離が生じ、再度、中小企業再生支援協議会の関与の下で修正計画策定

に着手した。 

 

【取組み内容】 

・ 計画骨子策定に際して、国内生産はダウンサイジングによる黒字化、今後成長

の見込める海外での受注、生産強化を図る方向性に対する助言を行った。 

・ また、国内の人員削減等できる限りの経営努力を求める一方、取引金融機関上

位７行（信用保証協会含む）にて、DDS の導入による金融支援を導入した。 

・ さらに、成長支援の観点から海外現法において生産能力、技術力アップを図る

ため、微細加工機４台を導入予定であり、設備資金は当行と信用保証協会協調

にて対応予定。 

 

【お取引先にとっての効果】 

・ 生産の海外シフトを主とする激しい事業環境の変化に対応するため、ビジネスモデ

ルの転換が可能となる。 

・ 財務・収益性の改善を図り、事業維持成長･雇用維持が可能となる。 

 

 

A社
(国内本社)

A社
（海外現法）新規設備を貸与

技術指導料・
利益配当にて還流

新規設備
微細加工機
4台を購入

上位7行
(信用保証協会含む) ＤＤＳ

当行
信用保証協会

設備資金

返　済

 



 
 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル 取引先の海外進出支援 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・ Ａ社（時計・眼鏡小売業）は日本国内の大手ショッピングモールに主力テナン

トとして多数出店。 

・ 同大手ショッピングモールのアジア積極展開に伴い、Ａ社にも出店要請があ

り、海外進出（中国・ベトナム・カンボジア）を検討。 

・ 初めての海外進出となるＡ社に対し、「進出可否決定と計画立案」段階から積

極的に関与し、Ａ社の問題解決を図った。 

 

【取組み内容】 

・ 営業店、本部（国際部）、海外拠点（上海駐在員事務所、バンコク駐在員事務

所）一体となったサポート体制によるタイムリーな情報提供を実施。 

・ 業務提携先を活用した海外進出におけるリスクヘッジの提案。 

・ 進出形態、地域別注意事項、出資規制等の具体的調査。 

以上により、以下の取組みを行う。 

① 有償アドバイザリー契約締結：6件 

（進出可否決定、中国現地法人設立、ベトナム現地法人設立、カンボジア

現地法人設立、中国分公司設立、中国現地法人定款作成） 

② 日本貿易保険の「海外投資保険」成約 

③ 海外進出にかかる国内新規融資実行 

 

【お取引先にとっての効果】 

・ ノウハウも人材もないＡ社の海外進出に際し、進出可否検討段階からサポート

を行い、３ヶ国での海外現地法人設立に至る。 

・ 開店後、業況順調に推移しており、更なるアジア展開を目指す。 

 

 



 
 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル ＣＳＲの取り組み 

取組み内容 

・当行の行是「自分にきびしく 人には親切 社会につくす」の精神を原点とし

たCSR 憲章（経営理念）に「地域社会」「役職員」「地球環境」との「共存共

栄」を掲げ、「環境」「福祉」「文化」を3本柱としたCSR活動に取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

銀行名 滋賀銀行 

タイトル いきものがたりプロジェクト 

取組み内容 

「CSR のしがぎん」というブランド戦略のもと、多岐にわたるCSR 活動をこれ

まで展開してきました。その活動を創立80 周年記念事業「いきものがたりプロ

ジェクト」として一体化し、持続性、発展性、ストーリー性のある活動を3月末

まで行いました。 
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